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「始原生殖細胞によるエピゲノム 

   リプログラミングとその人為的制御」 
 

関  由行  博士 
 関西学院大学 理工学部 生命医化学科 

エピゲノム生殖医学分野 

 生殖細胞は、体細胞（多様性）と次世代（連続性）を生み出すことが

できる特殊な細胞であり、ゲノム情報のみならず後天的な修飾である

エピゲノム情報も次世代へ伝達する。我々は、多能性幹細胞や生殖

系列の成立に重要なエピゲノム制御因子 PRDM14 を同定し、現在マ

ルチオミックス解析を用いて PRDM14 複合体の動作原理解析を行っ

ている。本セミナーでは、PRDM14 による多能性獲得機構と始原生殖

細胞のエピゲノムリプログラミング原理に基づいた細胞初期化の試み

について紹介したい。 


